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馨∵一膳－ニー－
四
月
二
十
四
日三

重
大
学
農
場
で

三
翠
化
学
会
昭
和
六
十
三
年
度
総

会
を
四
月
二
十
四
日
㈲
に
、
津
市
高

野
尾
の
三
重
大
学
生
物
資
源
学
部
附

属
農
場
で
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
東
海
支
部
総
会
と
三
重
県

支
部
総
会
が
本
部
総
会
と
合
同
で
開

催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
出
席
下
さ
い

ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

総
会
が
附
属
農
場
で
お
こ
な
わ
れ

る
の
は
十
四
年
ぶ
り
で
、
三
翠
化
学

会
が
発
足
し
た
翌
年
の
第
二
回
総
会

の
懇
親
会
が
当
所
で
も
た
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
大
学
二
十
一
回
卒
業
以

降
の
会
員
の
方
々
は
在
学
中
実
習
に

通
っ
た
所
で
あ
り
ま
す
。
樹
の
翠
も

年
々
深
く
な
り
、
自
然
も
ま
た
豊
か

に
保
た
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
ご
家
族

と
と
も
に
ご
参
加
下
さ
い
。
家
族
の

方
々
は
総
会
開
催
中
、
放
牧
場
や
の

り
面
で
ワ
ラ
ビ
探
り
な
ど
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。

懇
親
会
は
、
野
外
で
、
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
鍋
を
囲
ん
で
焼
き
肉
パ
ー
テ
ィ

ー
を
し
た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
か

ら
、
な
る
べ
く
軽
装
で
ご
参
加
下
さ

い
。
雨
天
の
場
合
に
そ
な
え
て
テ
ン

ト
を
用
意
し
ま
す
。

三
軍
化
学
会
総
会
・
東
海
支
部
及
び
三
重
県
支
部
総
会
ご
案
内

己

一
、
日
時
　
昭
和
六
十
三
年
四
月
二

十
四
日

午
前
十
一
時
か
ら

一
、
場
所
　
三
重
大
学
生
物
資
源
学

部
附
属
農
場

津
市
高
野
尾
町
ニ
ー
〇

七
二

電
話
（
〇
五
九
二
）
三

〇
－
〇
〇
四
四

一
、
会
費
　
会
員
　
三
、
0
0
0
円

家
族
一
、
五
〇
〇
円

・
参
加
申
込
み
は
四
月
十
五
日
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
。

韻
鵠
駐

・
位
置
図
を
参
考
に
し
て
、
車
の
場

合
は
伊
勢
自
動
車
道
の
芸
濃
I
C

を
下
り
、
県
道
津
関
線
を
津
に
向

っ
て
二
〇
〇
m
で
左
折
。

・
国
道
二
十
三
号
線
を
津
に
向
う
場

合
は
白
塚
口
交
差
点
を
右
折
、
県

道
津
関
線
を
人
血
西
進
、
伊
勢
自

動
車
道
ガ
ー
ド
手
前
二
〇
〇
m
を

右
折
。
附
属
農
場
の
看
板
あ
り
。

・
バ
ス
の
便
は
、
津
駅
前
バ
ス
の
り

ば
④
番
で
乗
車
、
椋
本
行
九
・
五

三
、
十
・
一
三
発
、
亀
山
行
十
・

〇
四
発
い
ず
れ
も
「
新
出
」
下
車
。

特
急
上
野
産
業
会
館
行
一
〇
・
三

〇
発
「
芸
濃
」
下
車
（
新
出
と
同
一

停
留
所
）
。
な
お
、
十
・
三
三
発
、

豊
里
ネ
オ
ポ
リ
ス
行
が
あ
る
が
「
フ

リ
ー
北
山
」
で
下
車
し
て
も
、
会
場

ま
で
の
距
離
が
遠
い
の
で
ご
注
意
下

さい。

自
　
己
　
紹
　
介

農
産
物
利
用
学
研
究
室

今
井
邦
雄

先
日
、
「
こ
う
よ
り
」
編
集
委
員

の
方
よ
り
執
事
を
依
頼
さ
れ
ま
し

た
。
私
は
至
っ
て
筆
不
精
の
た
め
、

に
げ
回
っ
て
い
た
の
で
す
が
遂
に
つ

か
ま
り
、
新
任
教
官
は
自
己
紹
介
だ

け
で
い
い
か
ら
書
く
よ
う
に
説
得
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ご
く
簡
単
に

現
在
に
至
る
経
歴
を
書
か
せ
て
頂
き

ま
す
。
愛
知
県
犬
山
市
に
生
ま
れ
、

大
学
、
大
学
院
は
名
古
屋
ま
で
通
っ

て
い
ま
し
た
。
卒
論
研
究
は
有
機
化

学
研
究
室
で
行
い
、
大
学
院
で
は
農

薬
化
学
専
攻
で
し
た
。
そ
の
後
、
元

の
有
機
化
学
研
究
室
に
助
手
と
し
て

採
用
さ
れ
、
生
理
活
性
天
然
物
有
機

化
学
を
研
究
し
て
来
ま
し
た
。
一
九

八
七
・
四
月
よ
り
ス
イ
ス
の
Z
喜
c
J

（
E
毒
－
E
s
e
J
e
董
O
S
e
「
研
－
≦
a
I

ヨ
i
n
B
の
合
成
研
究
で
有
名
）
　
へ
半

年
ほ
ど
脅
学
し
て
い
ま
し
た
。
ス
イ

ス
は
そ
の
美
し
い
風
景
用
で
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
美
し
い
の
は
単
に

風
景
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
比
較

的
、
外
人
（
ス
イ
ス
人
に
と
っ
て
の
）

に
冷
淡
と
言
わ
れ
て
い
る
ス
イ
ス
の

人
た
ち
も
、
私
達
に
は
極
め
て
暖
か

く
感
じ
ら
れ
、
現
代
の
日
本
人
が
忘

れ
て
し
ま
っ
た
何
物
か
を
持
ち
つ
つ

」
●
．
●
”
－
”
ニ
ー
－
．
．
、
．
ニ
ー
．
．
．
”
－
●
－
－
－
．
－
－
－
－
－
－
一
．
－
●
〃
ニ
ー
．
．
－
こ
こ
．
”
；
－
－
●
－
●
－
．
“
王
．
－
〓
－
－
．
．
．
－
●
－
－
－
●
．
「

昭
和
三
十
一
年
一
月
三
日
、
東
京

麻
布
生
ま
れ
。
本
籍
地
は
父
の
郷
里
、

徳
島
県
で
す
が
、
幼
年
期
一
時
静
岡

市
で
過
ご
し
た
以
外
は
ず
っ
と
東
京

育
ち
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
頃
、
そ
の

聖
火
台
が
遠
望
で
き
た
原
宿
に
住
ん

で
い
ま
し
た
が
、
間
も
な
く
目
黒
に

移
り
、
中
学
か
ら
大
学
の
教
養
時
代

ま
で
徒
歩
ま
た
は
自
転
車
通
学
で
通

し
ま
し
た
。

中
学
・
高
校
時
代
に
ク
ラ
ブ
活
動

で
地
質
調
査
を
や
っ
て
い
た
た
め

か
、
東
京
大
学
農
学
部
農
芸
化
学
科

で
は
土
壌
学
研
究
室
に
入
り
、
そ
の

ま
ま
博
士
課
程
修
了
ま
で
。
そ
の
間
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
あ
る
国
際
稲
研
究
所

へ
一
年
半
参
り
ま
し
た
。
各
地
の

色
々
な
稲
作
や
土
壌
を
見
て
回
わ
っ

た
こ
と
が
、
強
い
印
象
と
し
て
残
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
、
日
本
学
術

振
興
会
奨
励
研
究
員
、
東
京
大
学
助

手
を
経
て
、
昭
和
六
十
二
年
九
月
、

本
学
に
赴
任
致
し
ま
し
た
。
三
重
大

学
の
農
学
部
か
ら
生
物
資
源
学
部
へ

の
発
展
期
に
、
こ
こ
へ
参
れ
ま
し
た

こ
と
を
有
難
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
赴
任
直
前
ま
で
約
一
年
間
ロ

ン
ド
ン
郊
外
の
田
園
地
帯
に
あ
る
ロ

ザ
ム
ス
テ
ッ
ド
研
究
所
へ
官
学
し
て

い
ま
し
た
の
で
、
東
京
か
ら
津
へ
移
．

っ
て
何
や
ら
ほ
っ
と
致
し
ま
し
た
。

専
門
は
土
壌
生
化
学
で
、
今
ま
で

は
主
に
水
田
土
壌
中
の
窒
素
の
動
き

を
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
特

に
各
種
の
生
元
素
（
炭
素
・
窒
素
・

硫
黄
等
）
が
土
壌
中
で
、
あ
る
い
は

土
壌
を
通
じ
、
地
球
上
で
ど
う
循
環

し
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
こ
で
の
微

生
物
た
ち
の
役
割
な
ど
に
興
味
を
持

っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

生
活
し
て
い
る
と
い
う
印
象
で
し

た
。
例
え
ば
、
道
で
重
い
荷
物
を
も

っ
て
苦
労
し
て
い
る
と
、
近
く
に
い

る
人
達
が
必
ず
、
し
か
も
極
め
て
自

然
に
、
私
に
は
理
解
困
難
を
ス
イ
ス

ド
イ
ツ
語
㈲
か
又
は
非
常
に
聞
き
や

す
い
英
語
㈲
で
モ
ゴ
モ
ゴ
言
い
な
が

ら
手
を
貸
し
て
く
れ
ま
す
。
最
近
の

百
本
で
は
こ
の
よ
う
な
経
験
を
す
る

こ
と
は
滅
多
に
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
　
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
印
象
を
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
の
雄

大
を
風
景
と
共
に
、
胸
の
奥
に
い
っ

ぱ
い
詰
め
込
ん
で
九
月
十
二
日
に
帰

国
し
、
九
月
十
六
日
よ
り
三
重
大
学

農
学
部
（
農
産
製
造
学
研
究
室
）
　
へ

赴
任
し
て
き
ま
し
た
（
現
生
物
資
源

学
部
、
農
産
物
利
用
学
）
。

三
重
県
は
愛
知
県
と
は
隣
り
合
わ

せ
で
す
が
、
お
伊
勢
さ
ん
や
津
市
な

ど
へ
数
回
来
た
こ
と
が
あ
っ
た
だ
け

で
し
た
。
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
で
す
。
し
か
し
、
三
重
大

学
の
方
た
ち
の
親
切
さ
と
生
き
生
き

と
し
た
目
を
ま
の
あ
た
り
に
し
た
と

き
、
非
力
な
が
ら
も
い
よ
い
よ
頑
張

ら
ね
ば
と
感
じ
て
い
る
今
日
、
こ
の

ご
ろ
で
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

用
　
日
本
で
は
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
、
マ

ッ
ク
ー
ホ
ル
ン
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
、

ル
ッ
ツ
エ
ル
ン
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、

ベ
ル
ン
等
が
有
名
で
す
。
こ
れ
ら

の
観
光
地
に
は
驚
く
ほ
ど
多
く
の

日
本
人
旅
行
者
が
い
ま
す
。
ユ
ン

グ
フ
ラ
ウ
鉄
道
で
は
な
ん
と
日
本

語
の
車
内
放
送
ま
で
あ
る
の
で

す。
㈲
　
ス
イ
ス
の
言
語
は
ド
イ
ツ
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
、
イ
タ
リ
ア
語
と
ロ

マ
ン
シ
ュ
語
か
ら
成
っ
て
い
ま

す
。
Z
u
r
i
・
h
は
ド
イ
ツ
語

圏
で
す
が
、
い
わ
ゆ
る
高
地
ド
イ

ツ
語
と
全
く
別
語
と
思
え
る
方
言

（
ス
イ
ス
の
人
に
言
わ
せ
る
と
高

地
ド
イ
ツ
語
が
方
言
と
か
？
）
が

話
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ス
イ
ス

ド
イ
ツ
語
も
谷
筋
一
本
違
う
と
ス

イ
ス
人
同
士
で
も
全
く
通
じ
な
い

こ
と
が
あ
る
と
言
れ
て
い
ま
す
。

㈲
　
こ
の
よ
う
に
複
雑
な
言
語
体
系

の
た
め
、
か
な
り
英
語
の
通
り
が

良
好
で
す
。
駅
の
職
員
、
デ
パ
ー

ト
の
店
員
、
大
学
の
学
生
等
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
で
会
う
人
々

も
老
人
を
除
い
て
か
な
り
の
確
率

で
英
語
を
話
し
て
く
れ
ま
す

〈
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
通

じ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
）
。

今
後
の
日
本
の
立
場
を
考
え
つ
つ

現
状
を
眺
め
る
と
、
な
に
か
し
ら

ぞ
っ
と
す
る
も
の
を
感
じ
ま
す
。

私
も
〝
こ
れ
か
ら
は
少
し
英
会
話

を
勉
強
し
な
く
て
は
〟
と
思
っ
て

い
ま
す
。（

こ
う
よ
り
哲
子
よ
り
転
載
）

本
年
度
ま
で
の
会
費
未
納
の
方

は
ぜ
ひ
御
納
入
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
御
納

入
頂
く
際
、
卒
業
回
数
又
は
年
月

日
を
記
入
頂
け
ま
す
と
事
務
処
理

が
は
か
ど
り
ま
す
の
で
御
協
力
下

さい。振
替
　
名
古
屋
5
9
3
4
5

〈
会
計
担
当
幹
事
　
田
口
）

（
こ
う
よ
り
よ
り
転
載
）

前
回
京
都
で
の
会
合
で
、
今
回
は

伊
賀
路
で
行
う
こ
と
に
決
ま
り
、
本

年
度
は
秋
も
深
ま
っ
た
十
月
十
八
日

㈲
伊
賀
上
野
の
銘
肉
店
「
金
谷
」
で

開
催
し
た
。

当
日
は
松
嶋
欽
一
先
生
に
御
出
席

を
い
た
だ
き
、
御
挨
拶
を
い
た
だ
い

た
後
、
橋
本
（
見
一
）
君
差
し
入
れ

の
地
酒
の
銘
酒
に
伊
賀
肉
の
バ
タ
ー

焼
に
舌
つ
づ
み
を
打
ち
宴
に
入
る
。

各
自
の
近
況
報
告
は
会
社
の
責
任
者

と
し
て
の
苦
労
話
か
ら
豊
か
な
趣
味

の
話
、
外
国
旅
行
の
失
敗
談
か
ら
娘

自
慢
に
孫
の
話
、
豊
富
を
話
題
に
流

石
人
生
の
年
輪
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る

話
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
話
題
の
切
れ
た

所
で
、
秋
も
深
ま
っ
た
上
野
市
内
の

上
野
城
、
忍
者
屋
敷
に
芭
蕉
生
家
な

ど
名
所
旧
跡
を
尋
ね
、
次
回
の
再
会

を
約
し
て
解
散
し
た
。
今
回
は
時
間

の
余
裕
が
な
く
、
出
席
者
が
少
数
で

あ
っ
た
が
、
次
回
は
久
し
振
り
で
津

市
で
開
催
す
る
予
定
で
、
時
間
が
許

せ
ば
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
大
学

の
様
子
も
見
せ
て
い
た
だ
く
計
画
で

す
。
　
　
　
　
（
木
板
清
史
）
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昭
和
二
十
六
年
三
月
卒
業
、
プ
ラ

タ
ナ
ス
並
木
の
校
門
か
ら
巣
立
っ

て
、
す
で
に
三
十
七
年
、
還
暦
を
間

近
に
ひ
か
え
、
頭
髪
の
様
子
は
そ
れ

ぞ
れ
の
経
験
を
物
語
っ
て
い
る
も
の

の
、
顔
艶
は
極
め
て
良
好
、
ま
さ
に

熟
年
の
ク
ラ
ス
会
を
次
の
通
り
開

催。一
、
日
時
　
昭
和
六
十
二
年
十
月
十

七
～
十
八
日

一
、
場
所
　
三
重
県
上
野
市
　
上
野

観
光
ホ
テ
ル

一
、
参
加
者
数
　
会
員
三
十
名
中
二

十
名
の
出
席

一
、
協
議
事
項

㈲
専
三
ク
ラ
ス
会
基
金
設
置

精
神
的
に
は
何
時
ま
で
も
学
生

の
つ
も
り
で
い
る
我
々
も
、
昭
和

シ
ン
グ
ル
生
ま
れ
全
般
の
例
に
も

れ
ず
、
肉
体
的
な
脆
さ
が
現
れ
る

年
頃
と
な
り
た
る
こ
と
を
悟
り
、

一
カ
月
以
上
の
入
院
生
活
を
余
餞

無
く
送
っ
て
い
る
級
友
に
「
健
康

回
復
激
励
費
」
を
送
る
な
ど
、
一

層
の
ク
ラ
ス
会
発
展
と
親
睦
を
計

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
基
金
設
置

を
決
定
。

㈲
会
員
動
向
情
報
セ
ン
タ
ー
の
設

置
所
長
に
大
学
に
勤
め
る
嶋
田
協

氏
を
任
命

母
ク
ラ
ス
会
写
真
係
の
決
定

従
前
か
ら
、
腕
前
と
カ
メ
ラ
機

能
の
良
さ
か
ら
か
っ
て
で
て
い
て

く
れ
た
市
川
淳
氏
を
正
式
に
決

定。

初
ク
ラ
ス
会
計
及
び
基
金
会
計
係

の
決
定

会
員
中
、
最
も
寿
命
が
長
い
で

あ
ろ
う
と
皆
が
口
を
そ
ろ
え
て
い

う
、
市
川
陽
子
夫
人
に
決
定
。

協
議
の
あ
と
、
幹
事
好
み
の
コ
ン

パ
ニ
オ
ン
導
入
の
会
食
、
続
い
て
ホ

テ
ル
内
で
場
所
を
か
え
て
の
二
次
会

に
全
員
参
加
、
大
い
に
気
炎
を
あ
げ

る
。
翌
朝
は
、
爽
や
か
を
気
分
で
、

伊
賀
上
野
城
、
忍
者
屋
敷
、
俳
聖
殿

（
こ
こ
で
記
念
撮
影
）
、
伊
賀
く
み
ひ

も
セ
ン
タ
ー
等
を
見
学
、
昼
食
は
、

季
節
料
理
、
炭
火
焼
き
で
有
名
卒
三

太
夫
」
で
大
御
馳
走
を
た
ら
ふ
く
い

た
だ
き
、
次
回
幹
事
を
関
東
地
区
在

住
者
に
依
頼
し
て
散
会
し
た
。

（
原
田
俊
夫
）

私
の
勤
務
す
る
会
社
は
、
昭
和
三

十
八
年
主
要
を
漢
方
薬
で
あ
る
甘
草

か
ら
医
薬
、
化
粧
品
、
食
涼
等
に
利

用
さ
れ
る
ダ
リ
チ
ル
リ
チ
ン
の
抽
出

製
造
を
目
的
と
し
て
、
専
一
卒
の
今

西
さ
ん
ら
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
昭

和
四
十
二
年
か
ら
専
一
李
の
東
さ
ん

の
参
加
を
得
て
、
注
射
薬
原
料
ダ
リ

チ
ル
リ
チ
ン
（
商
品
名
ダ
リ
チ
ン
）

と
食
品
添
加
物
の
ダ
リ
チ
ル
リ
ナ
ン

製
剤
（
商
品
名
リ
コ
ソ
フ
ト
）
を
生

産
販
売
し
て
、
今
年
で
二
十
五
年
を

迎
え
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
三
翠
化

学
会
員
は
私
を
含
め
て
三
名
で
、
ミ

ニ
企
業
の
た
め
の
総
人
員
に
対
し
て

会
員
の
占
め
る
比
率
は
極
め
て
大
き

く
な
り
ま
す
。
本
部
の
大
学
と
は
同

一
町
内
の
上
浜
町
に
あ
っ
て
、
母
校

の
一
番
近
く
に
あ
る
会
社
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
私
の

仕
事
で
あ
る
甘
革
、
ダ
リ
チ
ル
リ
チ

ン
に
つ
い
て
要
約
を
御
案
内
し
て
お

き
ま
す
。
人
類
の
歴
史
上
最
も
古
く
、

効
力
の
す
ぐ
れ
た
薬
草
と
云
わ
れ
る

甘
革
は
、
マ
メ
科
の
多
年
性
植
物
で

名
前
の
よ
う
に
根
は
甘
く
：
コ
百
・

シ
ベ
リ
ア
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ

ラ
ン
等
の
北
緯
四
五
度
線
を
中
心
に

自
生
・
産
出
し
、
地
下
茎
を
薬
草
と

し
て
用
い
ま
す
。
人
類
が
甘
草
を
利

用
し
た
の
は
四
千
年
も
昔
か
ら
で
、

イ
ン
ド
の
聖
者
た
ち
が
甘
草
を
強
壮

剤
・
生
命
の
霊
薬
・
美
容
剤
と
し
て

衆
生
に
す
す
め
た
こ
と
が
経
典
に
見

ら
れ
、
紀
元
前
三
千
年
頃
の
ギ
リ
シ

ャ
本
革
に
（
き
k
s
（
甘
い
一
手
z
a
（
根
）

と
し
て
記
述
さ
れ
、
ま
た
ツ
タ
ン
カ

ー
メ
ン
王
の
墓
地
か
ら
た
く
さ
ん
の

、
甘
革
が
発
掘
さ
れ
て
、
古
代
エ
ジ
プ

ト
で
も
飲
料
そ
の
他
に
用
い
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
立
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
雷
の
時
代
に
入
っ
た
も
の

が
正
倉
院
御
物
、
こ
し
て
現
在
も
保
存

さ
れ
て
い
ま
す
（
」
そ
の
後
漢
方
の
発

展
と
共
に
重
用
さ
れ
、
漢
方
の
古
典

「
傷
寒
論
」
に
も
唯
一
の
軍
味
処
方

と
し
て
甘
革
湯
が
あ
り
、
そ
の
七
～

八
割
の
処
方
に
甘
革
が
配
合
さ
れ
て

い
ま
す
。
又
甘
味
が
強
く
各
種
の
味

を
統
一
緩
和
す
る
独
特
の
甘
さ
な
の

で
、
天
然
甘
味
料
と
し
て
古
く
か
ら

醤
油
等
に
使
わ
れ
て
来
ま
し
た
。
現

在
世
界
の
甘
草
需
要
消
費
量
は
次
の

よ
う
な
こ
と
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

甘
草
根
消
費
国
／
推
定
需
要
量
／
用

途米
国
／
二
万
～
三
万
屯
／
食
添
用
・

タ
バ
コ
用
が
大
部
分

中
国
／
五
千
～
一
万
二
千
屯
／
輸
出

用
を
含
む
甘
草
膏
生
産
用
。
国
内
消

費。日
本
／
六
千
～
八
千
屯
／
食
添
用
が

大
部
分
〈
約
六
五
％
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
∠
二
千
～
四
千
屯
／
食

添
用
が
多
い
。

イ
ン
ド
／
一
千
～
二
千
屯
（
）

東
南
ア
ジ
ア
／
一
千
屯
／
食
添
用
が

大
部
分

上
記
の
よ
う
に
用
途
の
殆
ど
は
甘

味
・
食
添
・
タ
バ
コ
調
味
用
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
主
要
を
産
出
国
は

中
国
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
・
イ
ラ
ン
・

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
四
ヶ
国
で
殆
ど

を
占
め
て
い
ま
す
。
原
料
を
産
出
し

な
い
米
国
に
は
世
界
最
大
の
甘
革
製

品
会
社
マ
ッ
ク
＆
リ
ユ
ー
ス
社
が
あ

っ
て
、
主
と
し
て
タ
バ
コ
添
加
用
と

食
添
用
の
甘
革
製
品
を
製
造
し
、
一

年
に
甘
草
二
万
五
千
屯
を
消
費
す
る

と
云
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
同
社
の

買
附
状
況
に
よ
っ
て
世
界
の
市
況
・

生
産
量
が
変
化
し
ま
す
。
次
に
主
成

分
ダ
リ
チ
ル
リ
チ
ン
の
薬
効
作
用
に

つ
い
て
は
要
約
す
る
と

）l（
↓
－
．
′
／

2
／．′l－）3

－
I
i
l
↓

）4（）5（
）ヽ－

6（
ヽ

1
7

抗
潰
瘍
作
用

抗
ア
レ
ル
ギ
ー
作
用

細
胞
の
活
性
を
正
常
に
す
る

電
解
質
ホ
ル
モ
ン
様
作
用

解
毒
作
用

細
胞
の
修
復
作
用

脱
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
動
脈

硬
化
予
防

そ
の
他

で
あ
り
最
近
は
抗
ガ
ン
、
抗
エ
イ
ズ

作
用
ま
で
あ
る
と
云
っ
こ
と
で
学
会

の
発
表
が
相
つ
い
で
い
ま
す
。
天
然

の
植
物
成
分
で
あ
る
ダ
リ
チ
ル
リ
チ

ン
を
注
射
薬
と
し
て
開
発
し
、
独
自

の
国
産
技
術
で
副
作
用
も
少
く
長
年

に
わ
た
っ
て
極
め
て
効
果
の
高
い
注

射
薬
と
し
て
い
る
の
は
日
本
だ
け
で

あ
り
、
世
界
に
誇
る
べ
き
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
肝
臓
病
に

は
特
効
薬
は
な
い
と
云
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
数
年
前
か
ら
ダ
リ
チ
ル
リ

テ
ン
の
注
射
薬
が
肝
臓
病
に
有
効
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
来
て
、
特
に

慢
性
肝
炎
の
活
動
型
に
非
常
に
よ
く

効
く
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
来
て
い
ま

す
。
私
が
甘
革
を
手
が
け
て
二
年
に

な
り
ま
す
が
、
甘
草
の
長
い
歴
史
の

中
で
、
よ
う
や
く
一
部
分
が
わ
か
っ

て
来
た
く
ら
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
西
・
東
・
両
先
輩
の
お
話
で

は
、
当
社
は
創
立
の
初
期
か
ら
大
学

の
諸
先
生
方
・
同
窓
の
皆
様
に
ず
い

ぶ
ん
お
世
話
に
な
り
、
化
学
会
設
立

初
期
に
は
同
窓
名
簿
を
も
っ
て
東
奔

西
走
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
会
員
の

皆
様
に
た
す
け
て
い
た
だ
い
て
本
当

に
有
難
い
と
常
々
聞
か
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
御
世
話

に
な
っ
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
私
の
仕
事
は
研
究
開
発
、

管
理
を
含
め
た
広
い
守
備
範
囲
で

す
。
小
さ
な
企
業
で
す
が
、
特
異
な

天
然
物
医
薬
品
原
料
を
つ
く
る
こ
と

で
多
く
の
病
に
苦
し
む
方
々
の
お
役

に
た
ち
、
社
会
に
貢
献
出
来
る
立
派

を
仕
事
と
思
い
ま
す
。

両
先
輩
と
共
に
社
業
の
発
展
に
つ

と
め
、
優
秀
を
後
輩
会
員
に
来
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
独
自
の
技
術
力
を

持
つ
ユ
ニ
ー
ク
を
企
業
と
な
る
よ

う
、
が
ん
ば
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に

は
ど
う
か
よ
ろ
し
く
御
声
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

話
し
合
っ
て
い
る
者
が
い
る
。
そ
の

近
く
で
は
社
会
情
勢
に
つ
い
て
語
っ

て
い
る
者
も
い
る
。
十
五
年
前
の
大

学
時
代
の
講
義
室
で
の
一
風
景
を
思

い
起
こ
さ
せ
た
。

翌
朝
は
快
晴
で
あ
っ
た
。
母
校
は

い
つ
に
な
っ
て
も
気
に
な
る
も
の
。

変
貌
し
た
大
学
の
姿
を
見
る
こ
と
に

な
っ
た
（
我
々
が
、
入
学
し
た
時
は

教
育
学
部
と
農
学
部
し
が
な
く
、
砂

漠
の
中
の
大
学
で
あ
っ
た
。
）
大
学

も
時
の
流
れ
と
と
も
に
移
り
変
わ

る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
散
策
し
て
い

る
と
、
か
つ
て
こ
こ
で
勉
強
し
た
こ

と
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
て

も
、
頭
の
片
隅
に
残
っ
て
い
る
過
去

の
で
き
事
が
鮮
明
に
思
い
起
こ
さ

れ
、
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
同
窓
生

の
口
か
ら
次
々
と
語
ら
れ
た
。
大
学

構
内
を
横
切
り
、
町
屋
海
岸
に
出
て
、

伊
勢
湾
を
背
景
に
再
び
記
念
撮
影
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
う
四
十
に

手
が
届
こ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

ど
の
顔
も
〝
青
年
〟
を
主
張
し
て
い

た
。
帰
り
際
、
伊
藤
君
と
永
田
君
は

至
誠
寮
の
お
ば
さ
ん
と
卒
業
以
来
初

め
て
顔
を
合
わ
せ
、
急
い
で
用
意
し

た
土
産
を
手
渡
し
、
感
激
の
対
面
を

した。次
回
の
幹
事
役
を
谷
口
君
に
お
願

い
し
、
関
西
地
区
で
開
い
て
も
ら
う

こ
と
に
な
っ
た
。
次
回
に
は
更
に
多

く
の
同
窓
生
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

話
の
輪
を
広
げ
た
い
と
思
っ
て
い

る。

ク
ラ
ス
会
と
は
別
に
、
卒
業
記
念

ア
ル
バ
ム
と
同
様
に
、
卒
業
十
五
周

年
ア
ル
バ
ム
を
刊
行
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
迄
の
ク
ラ
ス
会
の
幹

事
を
担
当
さ
れ
た
方
、
写
真
（
ネ
ガ
）

を
保
存
さ
れ
て
い
る
方
は
、
西
川
ま

で
御
連
絡
下
さ
い
。
詳
し
い
こ
と
は

追
っ
て
連
絡
致
し
ま
す
。

ク
ラ
ス
会
便
り

大
二
〇
回
西
川
司
朗

昨
年
の
犬
山
で
の
ク
ラ
ス
会
（
昭

和
六
十
一
年
六
月
、
幹
事
上
田
君
）

に
続
い
て
、
三
重
地
区
の
担
当
で
開

催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
早
い
も
の

で
あ
る
。
団
塊
の
世
代
と
言
わ
れ
た

我
々
二
〇
回
生
も
、
卒
業
し
て
か
ら

既
に
十
五
年
の
歳
月
を
数
え
て
し
ま

っ
た
。
そ
こ
で
大
学
卒
業
十
五
周
年

を
記
念
し
、
ま
た
訪
れ
る
機
会
の
少

な
く
な
っ
た
母
校
の
新
し
い
姿
を
見

る
こ
と
を
考
慮
し
、
広
瀬
、
西
川
が

幹
事
役
と
な
り
、
津
市
内
で
開
く
こ

と
に
な
っ
た
。
折
し
も
十
月
に
臨
写

部
と
水
産
学
部
を
併
合
し
、
新
し
く

生
物
資
源
学
部
が
発
足
す
る
時
で
も

あ
り
、
農
学
部
の
行
方
に
た
だ
な
ら

ぬ
関
心
を
も
っ
て
い
る
同
窓
生
に
と

っ
て
も
丁
度
よ
い
時
期
と
思
わ
れ

た。
九
月
十
九
日
午
後
五
時
半
、
洞
津

会
館
の
一
階
ロ
ビ
ー
に
は
早
く
も
数

人
の
懐
か
し
い
面
々
が
歓
談
し
て
い

た
。
十
五
周
年
記
念
で
も
あ
り
、
二

十
回
卒
業
生
二
十
六
名
に
参
加
を
呼

び
か
け
た
が
、
仕
事
の
都
合
や
私
事

で
出
席
で
き
を
い
者
が
か
な
り
あ
っ

た
。
担
任
の
熊
澤
先
生
を
中
央
に
、

伊
藤
（
憲
）
、
上
田
、
小
田
、
鈴
木
、

高
須
、
田
中
（
俊
）
、
坪
内
、
永
田
、

西
田
、
藤
川
、
渡
辺
君
、
そ
れ
に
広

瀬
、
西
川
を
加
え
、
十
三
名
が
ま
わ

り
を
囲
ん
だ
。
学
部
長
と
し
て
忙
し

い
毎
日
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
熊
澤
先

生
に
乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
て
い
た
だ

き
、
定
刻
通
り
祝
宴
を
開
始
し
た
。

ま
た
先
生
に
大
学
の
事
情
等
を
話
し

て
い
た
だ
い
た
の
を
皮
切
り
に
、
各

自
の
近
況
を
報
告
し
て
も
ら
っ
た
。

大
学
二
十
回
生
に
は
エ
ン
ダ
ー
テ
ー

ナ
ー
は
い
な
い
。
今
ま
で
も
そ
う
で

あ
っ
た
が
、
我
々
の
ク
ラ
ス
は
話
好

き
で
あ
る
。
カ
ラ
オ
ケ
と
は
無
縁
で

あ
っ
た
が
、
近
況
報
告
の
途
中
に
飛

び
出
す
質
問
や
面
白
い
受
け
答
え
に

部
屋
中
が
楽
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ

た
。
な
ご
や
か
を
中
で
一
同
は
一
枚

の
写
真
に
お
さ
ま
っ
た
。
話
は
尽
き

な
か
っ
た
が
、
宴
会
場
を
引
き
上
げ
、

別
室
に
再
集
合
し
、
二
次
会
と
な
っ

た
。
熊
澤
先
生
と
最
近
の
話
題
の
中

心
と
な
っ
て
い
る
バ
イ
オ
に
つ
い
て


